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◆健康の保持増進や山形
ブランドの

　浸透に向けて ６月補正
予算を審査

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

▲‌�世界かんがい施設遺産に認定された御殿堰で
夏のひと時を

６ 月
定例会

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/gikai/index.html


　
　
　
バ
ス
停
へ
設
置
す
る
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
詳
細
は
ど
う

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

地
域
公
共
交
通
計
画
推
進
事
業

（
主
要
な
バ
ス
停
等
整
備
事
業
）

�

６
０
７
１
万
円

　
主
要
バ
ス
停
の
待
合
環
境
改

善
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

設
置
し
ま
す
。

委
員

か
。

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
型

の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
り
、
運
行
情
報
以

外
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
観
光

情
報
、
自
治
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
ど
も
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
運
行
情
報
に
加
え
て
、
広

告
の
掲
載
な
ど
で
歳
入
の
確
保
を

を
図
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
広
告
も
掲
載
す

る
予
定
で
あ
り
、
広
告
収
入
で
新

た
な
財
源
を
確
保
で
き
る
た
め
、

今
後
の
維
持
管
理
費
に
充
て
た
い

と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
課
長

委
員

公
共
交
通
課
長

め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　
定
期
接
種
対
象
者

へ
の
勧
奨
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
広
報
や
ま
が
た
で

の
周
知
や
、
医
療
機
関
へ

の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
を

行
う
が
、
高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

と
同
様
に
、
個
別
通
知
は

行
わ
な
い
予
定
で
あ
り
、

か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し

て
接
種
を
決
め
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員

精
神
保
健
・
感
染
症
対
策

室
長

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
適

正
規
模
化
は
、
現
時
点
で
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
当

初
時
点
で
、
条
例
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
ク
ラ
ブ
が
７
つ
の
小
学

校
区
で
１４
ク
ラ
ブ
あ
り
、
今
回
の

事
業
が
完
了
す
る
と
、
残
り
は
４

つ
の
小
学
校
区
の
９
ク
ラ
ブ
と
な

る
。
条
例
基
準
適
合
に
向
け
て
、

協
議
を
進
め
て
い
く
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
施
設
整
備
）

�

１
２
０
０
万
円

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設

に
向
け
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

　
　
　
市
医
師
会
と
の
協
議
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同

様
に
、
各
医
療
機
関
が
ワ
ク
チ
ン

を
発
注
し
、
接
種
を
行
う
こ
と
に

な
る
た
め
、
市
医
師
会
と
協
議
し

て
、
接
種
希
望
者
に
対
応
す
る
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
事
業

�

４
億
９
７
７
７
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
定
期
接

種
と
な
っ
た
た
め
、
高
齢
者
な

ど
へ
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

行
い
ま
す
。

委
員

精
神
保
健
・
感
染
症
対
策
室
長

６月の主な補正予算
一般会計 １３億６，２２１万円

●新型コロナウイルスワクチン定期接種事業
　�  ４億９，７７７万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●西部工業団地公園内スポーツ施設整備事業
　�  １億９，７００万円

●認定こども園施設整備事業　�  １億７，２２９万円

●地域公共交通計画推進事業
　（主要なバス停等整備事業）　�  ６，０７１万円

●日本一の観光案内所推進事業　�  ３，０３６万円

●やまがたクリエイティブシティセンターＱ１
　空調設備改修事業　�  ２，５００万円

●旧双葉小学校法面補強事業　�  ２，６５２万円

●公園施設長寿命化対策事業　�  ２，４２０万円

▲児童がいきいきと活動できる放課後児童クラブ

補 正 予 算

６月補正予算６月補正予算 一般会計総額 13億6,221万円を可決

健康の保持・増進や、山形ブランドの浸透と健康の保持・増進や、山形ブランドの浸透と
交流拡大などに向けて交流拡大などに向けて
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３
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
際
に
は
、
市
内
の
旅
行
業
者
が

山
形
の
舞
子
と
居
合
い
を
テ
ー
マ

と
し
た
映
像
を
出
展
し
た
と
こ
ろ
、

大
変
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
招
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
機
会
を
活
か
し
て
、
山
形
の
伝

統
・
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
出
展

を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
事
業
の
詳
細
は
ど
う
か
。

道
路
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命
化
事
業

�

２
４
０
０
万
円

　
べ
に
ば
な
ト
ン
ネ
ル
の
出
入

り
口
部
分
に
、
凍
結
抑
制
効
果

に
優
れ
た
舗
装
を
施
工
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
Ａ※

ｎ
ｉ
ｍ
ｅ 

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ　

２
０
２
４ 

ｉ
ｎ 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

に
出
展
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
出

展
内
容
の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
ｎ

ｉ
ｍ
ｅ 

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
へ
の
出
展
は
、

ア
ニ
メ
に
限
ら
ず
日
本
の
文
化
や

伝
統
、
商
品
・
製
品
に
ま
で
拡
大

さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
推
進
強
化

事
業
（
海
外
現
地
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
）�

６
０
４
万
円

　
ア
ジ
ア
や
欧
米
豪
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
拡
大
を
検
討
す
る
た

め
、タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
室
長

　
　
　
　
　
　
　
走
行
車

線
の
縦
方
向
に
、
幅
と
深

さ
が
約
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
溝
を
５
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
間
隔
で
掘
り
、
溝
の

中
に
融
雪
剤
を
含
ん
だ
樹

脂
を
充
填
す
る
こ
と
で
、

冬
期
間
の
路
面
凍
結
を
抑

制
す
る
も
の
で
あ
る
。
今

回
の
補
正
で
は
、
べ
に
ば

な
ト
ン
ネ
ル
の
高
瀬
地
区

側
の
出
入
り
口
部
分
で
、

延
長
約
５０
メ
ー
ト
ル
、
幅

６
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

道
路
維
持
課
長

▲より安全な道路へ、舗装で凍結抑制

表　
彰

　
令
和
６
年
５
月
２２
日
に
開
催
さ

れ
た
第
１
０
０
回
全
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
で
、
２５
年
以
上
在

職
議
員
と
し
て
、
長
谷
川
幸
司
議

長
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
議
員
２５
年
以
上
在
職
】

　
　
　
長
谷
川
幸
司　
議
長

▲表彰状を受け取る長谷川幸司議長

ウェブサイト で 検索山形市議会　政務活動費

　政務活動費とは、議員が市政の課題や市民の意思を把握し、それら
を市政に反映させるために行う調査研究活動に要する経費に対し、山
形市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき交付するものです。
　本市議会では、平成３０年度分以降の政務活動費収支報告書を市議会
ウェブサイト内で公開しています。
　また、令和元年度分からは、収支報告書に加えて、領収書の写しな
ども個人情報などを除いて公開しており、令和５年度の政務活動費情
報公開度ランキングで、山形市議会は全中核市の中で第２位となって
います。
　詳しくは山形市議会ウェブサイトをご覧ください。

　ウェブサイトをご覧になれない場合は、議会事務局内での閲覧も
可能です。閲覧をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。

☎０２３（６４２）８４０４

政務活動費収支報告書や政務活動費収支報告書や
領収書などを公開しています領収書などを公開しています

小さなお子さんなどの小さなお子さんなどの
ために、ために、
「議会開催中の保育室」「議会開催中の保育室」
を準備しています。を準備しています。
　議会開催中は、議会棟内の
一室を保育室として開放して
います。
　議会事務局へ事前に申し込
みいただき、ご利用ください。
　保育する人の手配や必要な
用品のご準備をお願いいたし
ます。

傍聴や保育室利用などの詳細
やご不明な点は、議会事務局
へお問い合わせください。
☎０２３（６４２）８４０４

※　Anime Expo…毎年世界中から４０万人近い来場者が集まる北米最大の日本カルチャーイベント。
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今
回
の
改
正
で
、
各
保
育

施
設
な
ど
の
職
員
の
配
置
基
準
が
、

４
・
５
歳
児
は
３０
人
に
つ
き
１
人

以
上
か
ら
、
２５
人
に
つ
き
１
人
以

上
に
変
更
と
な
る
が
、
現
在
の
配

置
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
４

月
２３
日
時
点
の
職
員
の
配
置
状
況

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の

施
設
で
条
例
改
正
後
の
基
準
を
満

た
し
て
い
た
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
の
監
査
で
は
、
多
く
の
施
設
で

基
準
以
上
の
職
員
を
配
置
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
全
国
で
は
、
４
・
５
歳
児

に
加
え
て
、
１
歳
児
の
場
合
に
も

国
の
配
置
基
準
に
独
自
の
上
乗
せ

を
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

本
市
で
も
独
自
の
上
乗
せ
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
段
階
で
は

国
の
基
準
に
準
じ
て
改
正
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
、
１
歳
児
の
配
置

基
準
の
改
正
も
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
の
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

こ
ど
も

保
育
所
な
ど
に
配
置
す
る
職

員
数
の
基
準
を
変
更

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

に
配
備
予
定
の
車
両
に
は
手
動
の

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
搭
載
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
職
員
の
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
電
動
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
を
双
方
へ
導
入
す
る
こ
と

は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
負
担
や

安
全
性
を
考
慮
し
た
検
討
を
行
っ

た
が
、
蔵
王
特
有
の
環
境
や
路
面

状
況
を
重
視
し
て
、
蔵
王
温
泉

出
張
所
に
の
み
電
動
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
今
後
更
新
予
定
の
車
両
も

含
め
て
、
蔵
王
温
泉
出
張
所
以
外

へ
の
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
導

入
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
蔵
王
温
泉
出
張

所
で
の
活
用
状
況
も
確
認
し
な
が

ら
、配
置
の
是
非
を
検
討
し
た
い
。

救
急
救
命
課
長

委
員

救
急
救
命
課
長

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
用
途
の
兼

用
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
大
規
模
な
消
防
本
部

や
消
防
局
で
は
、
特
殊
災
害
対
応

専
用
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
が
、
本
市
所
有
の
特
殊

災
害
用
の
資
機
材
は
、
専
用
車
両

ま
で
は
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、

１
台
に
統
合
し
た
緊
急
搬
送
車
に

資
機
材
を
積
み
込
ん
で
運
用
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　
　
積
雪
の
影
響
が
あ
る
蔵
王

温
泉
出
張
所
に
配
備
予
定
の
車
両

に
は
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
搭

載
す
る
一
方
で
、
天
神
町
出
張
所

警
防
課
長

高
規
格
救
急
自
動
車
を
購
入

委
員

▲上げ下げがボタン１つでできる電動ストレッチャー

　
　
　
漆
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
は
、
他
の
施
設
へ

移
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
他
の
施
設
へ
の

移
行
な
ど
、
令
和
５
年
８
月
時
点

で
の
利
用
者
で
あ
る
３９
人
全
員
の

調
整
が
完
了
し
て
い
る
。

　
　
　
年
度
途
中
で
の
廃
止
と
な

る
が
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
廃
止
に
向
け
て

協
議
を
行
い
な
が
ら
丁
寧
に
進
め

て
お
り
、
職
員
も
、
指
定
管
理
を

受
け
て
い
る
法
人
内
の
別
事
業
に

従
事
す
る
こ
と
で
調
整
し
て
い
る
。

　
　
　
特
殊
災
害
対
応
車
と
緊
急

搬
送
車
を
１
台
に
統
合
し
て
更
新

福

祉

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
状

況
を
踏
ま
え
て
、
漆
山
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

委
員

長
寿
支
援
課
長

委
員

長
寿
支
援
課
長消

防

特
殊
災
害
対
応
車
兼
用
緊
急

搬
送
車
を
購
入

委
員

常任委員会

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

４つの委員会を開催しました
（６月定例会）
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広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
議
会
報
告
会
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
広
聴
機
能
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
先
進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た

の
で
、そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報広聴委員会（２班）

多様な意見の集約に向けた議会報告会

　富士市議会では、議会報告会の実施方法を抜本的に見
直すとともに、高校での報告会の開催など、市民の多様
な意見を把握するための先進的な取り組みを実施してい
ます。
　議会報告会は、平成３０年度までは地区のまちづくりセ
ンターを巡回して実施していましたが、参加者が固定化
するなどの課題があったため、令和元年度から、常任委
員会単位でそれぞれテーマを設定し、グループワークを
行う方式に変更しました。
　グループワークへ参加する議員は、参加者の意見を受
け止めて否定的な意見
は述べないなど、多様
な意見を集約するため
の工夫を行い、集約し
た意見を議長名で市長
へ報告するなど、市政
へつなげる取り組みを
行っていました。

広報広聴委員会（１班）

議員との対話の場
「カフェトークふじさわ」

　藤沢市議会では、カフェのようなリラックスした雰囲
気の中で、議員と市民がテーブルを囲んで意見交換を行
う「カフェトークふじさわ」を平成２８年から開催してい
ます。
　意見交換のテーマを投票率アップや藤沢市の知名度アッ
プなどに設定し、土・日・祝日に開催するなど、幅広い
世代の方が参加できるようにした結果、参加者全体のう
ち１０代、２０代の参加者が約２０％、女性の参加者が３０～５０％
となっています。
　意見交換は、各テーブルの参加者をシャッフルしなが
ら進めることから、そ
の場にいる参加者全員
で対話をする感覚とな
り、議員を身近に感じ
てもらえるようになる
など、参加者の満足度
が高い取り組みとなっ
ていました。

広
報
広
聴
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

視
察
報
告

視
察
報
告

委員会名 日程 視察地 視察項目

広報広聴
委員会
（１班）

４月１５日（月）
　～１７日（水）

岩手県盛岡市 もりおかmiraiおでかけミーティン
グ、盛岡市高校生議会について

神奈川県藤沢市 議会報告会（カフェトークふじさわ）
について

埼玉県所沢市 高校生との意見交換会、議会報告会、
政策討論会について

広報広聴
委員会
（２班）

５月８日（水）
　～１０日（金）

静岡県富士市 議会報告会について
東京都町田市 高校生と議員の意見交換会について
千葉県成田市 広報広聴の取り組みについて

「みちしるべ」が優秀賞を受賞しました！
　やまがた市議会報「みちしるべ令和５年１２月１日／２２６号」が、中核市議会議長会第１９回議会報コンクール
で優秀賞を受賞しました。令和４年度の最優秀賞以来、２年ぶりの受賞となります。
　このコンクールは、各中核市が発行する議会広報誌をより一層充実したものとするため、情報や斬新なアイ
デアの共有を図り、議会活性化の一助とすることを目的に行われております。今回は中核市６２市のうち６０市が
参加し、最優秀賞（１市議会）、優秀賞（２市議会）、特別賞（２市議会）が表彰されました。
　今後もこの受賞を励みとし、より読みやすく、分かりやすい市議会報の作成に努めてまいります。

～審査員のコメント～
　全ページフルカラーでレイアウトも従来の議会報のイメージと
一線を画す。写真も効果的に取り入れ、記事と写真がワンセット
の新聞に似た編集。「市政のここが聞きたい」では各議員の一般
質問と執行部の答弁を要約し、市政の喫緊の課題などが端的に分
かる。一人でも多くの市民に手に取ってもらい、市議会の今を伝
えようとする工夫が随所に散りばめられている。
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５
人
の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　
石い
し 

垣が
き　
肇と
し 

之ゆ
き　
　
氏

　
粕か
す 

谷や　
真み
ち 

生お　
　
氏

　
今こ
ん 

野の　
健け
ん 

一い
ち　
　
氏

　
坂さ
か 

本も
と　
弘ひ
ろ 

子こ　
　
氏

　
笹さ
さ 

原は
ら　
史ふ
み 

恵え　
　
氏

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員
の
選
任
に
同
意

の
春
闘
で
５
％
を
超
え
る
賃
上
げ

を
実
現
し
て
い
る
他
産
業
に
比
べ
、

山
形
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
加

盟
の
民
間
病
院
・
介
護
施
設
の
賃

上
げ
平
均
は
４
・
１
％
、
内
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
の
平
均
が
２
・
３７
％（
５

月
１７
日
現
在
）に
と
ど
ま
る
な
ど
、

全
国
的
に
も
医
療
・
介
護
従
事
者

の
賃
金
水
準
は
全
産
業
平
均
を
さ

ら
に
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
物
価
高
騰
が
収
ま
ら
な
い
中
、

国
が
決
め
る
公
定
価
格
で
運
営
し

て
い
る
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な

ど
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
や
光
熱

費
な
ど
の
値
上
げ
を
価
格
転
嫁
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
医

療
機
関
・
介
護
施
設
へ
の
さ
ら
な

る
経
済
的
援
助
と
現
場
に
従
事
す

る
労
働
者
の
処
遇
改
善
、
患
者
・

利
用
者
負
担
の
軽
減
策
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
山
形
市
議
会
は
、
次

の
事
項
の
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

１　
医
療
機
関
や
介
護
現
場
で
働

く
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上

げ
と
人
員
配
置
増
に
つ
な
が
る
よ

う
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
を
抜
本

的
に
引
き
上
げ
る
臨
時
改
定
を
実

施
す
る
こ
と
。

２　
す
べ
て
の
医
療
機
関
・
介
護

施
設
を
対
象
と
し
て
物
価
高
騰
や

人
件
費
増
を
補
え
る
よ
う
支
援
策

を
拡
充
す
る
こ
と
。

３　
社
会
保
障
に
関
わ
る
国
民
負

担
は
、必
要
最
小
限
と
す
る
こ
と
。

　６月定例会で審議された請願は、継続審査中の１件と新たに提出され
た３件です。陳情は、３件が新たに提出され、継続審査中の１件を審査
し、３件を配付しました。各委員会での審査結果は以下の通りです。

（※印は請願提出者などから意見陳述が行われました。）

請願・陳情

　
１
人
の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　
伊い 

藤と
う　
明あ
き 

彦ひ
こ　
　
氏

　
志し

田だ

裕ゆ
う

二じ

氏
（
資
産
税
課
長
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
、
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

同
意

　
７
月
９
日
で
任
期
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
選
挙
し
た
結
果
、
次

の
７
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
荒
井
拓
也
、
佐
藤
清
徳
、

　
田
中
英
子
、
武
田
新
世
、

　
斉
藤
栄
治
、
小
野
仁
、

　
菊
地
健
太
郎

人
事
案
件

山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会

議
員
に
７
人
の
議
員
が
当
選

　
６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
看
護
師
や
介
護
職
な

ど
社
会
基
盤
を
支
え
る
労
働
者
が

そ
の
役
割
の
重
要
性
に
比
し
て
賃

金
水
準
が
低
い
と
の
認
識
を
示
し
、

２
０
２
４
年
の
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報

酬
の
改
定
で
、
賃
上
げ
に
特
化
し

た
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
や

「
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
」

を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
同
一
法

人
内
で
あ
っ
て
も
病
院
と
事
業
所
、

介
護
施
設
と
在
宅
介
護
事
業
所
な

ど
の
違
い
で
報
酬
が
大
き
く
異
な

る
こ
と
や
、
賃
上
げ
の
対
象
外
と

な
る
職
員
も
存
在
す
る
な
ど
課
題

が
多
く
、
政
府
自
ら
が
目
標
と
し

て
い
た「
２
・
５
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
」
に
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
・

介
護
施
設
が
届
い
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
・
介
護

従
事
者
と
他
産
業
と
の
賃
金
格
差

が
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
年

意
見
書
（
要
旨
）

医
療
機
関
・
介
護
施
設
へ
の
支

援
の
拡
充
と
、
ケ
ア
労
働
者
の

勤
務
環
境
と
処
遇
改
善
を
求
め

る
た
め
の
意
見
書

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
願

第
１
号（
６
）

継　
続

健康保険証を廃止せず存続を求める国への意
見書採択について 阿曽　　隆

髙橋　昭弘
斉藤　栄治

厚　生 継　続
山形県社会保障推進協議会
会長　高木紘一

第
２
号（
６
）※

新　
規

スポーツ活動に励む児童・生徒へのマウスガー
ド推進について 斎藤　淳一

井上　和行 産業文教 採　択
一般社団法人　山形市歯科医師会
会長　小関陽一

第
３
号（
６
）

新　
規

医療機関・介護施設への支援の拡充と、ケア
労働者の勤務環境と処遇改善を求めるための
意見書の提出について 斉藤　栄治

髙橋　昭弘
阿曽　　隆

厚　生 採　択
山形県医療労働組合連合会
執行委員長　渡辺勇仁

第
４
号（
６
）※

新　
規

山形市内小学校中学校における給食費の保護
者負担無償化を求めることについて

阿曽　　隆 産業文教 継　続国民の食糧と健康を守る運動
山形地域連絡会
会長　髙橋嘉一郎

陳　
　
　
　
情

第
２
号（
６
）

継　
続

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求
めることについて

総　務 採　択政党機関紙の庁舎内勧誘行為の
自粛を求める山形県民の会
代表　小林秀一

第
３
号（
６
）

新　
規

地方自治と沖縄の自己決定権を尊重し沖縄県
との十分な対話で基地問題の解決に臨むこと
を国に求める意見書に関することについて 総　務 配付のみ
沖縄に応答する会
代表　漆山ひとみ

第
４
号（
６
）

新　
規

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政
府に要求する意見書の提出を求めることにつ
いて 総　務 配付のみ

山本めぐみ

第
５
号（
６
）

新　
規

代執行により沖縄を犠牲にすることをやめ「対
話」にて問題の解決をはかることを求める意
見書の採択を求めることについて 総　務 配付のみ
沖縄に応答する会
代表　漆山ひとみ
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議決議案一覧（６月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６３号 令和６年度山形市一般会計補正予算
　内容は２ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第６４号 令和６年度山形市駐車場事業会計補正予算
　中央駐車場と済生館前駐車場の泡消火設備の更新のための補正予算です。

可決
（全会一致）

議第６５号 水槽付消防ポンプ自動車の購入について 同意
（全会一致）

議第６６号 特殊災害対応車兼用緊急搬送車の購入について 同意
（全会一致）

議第６７号 高規格救急自動車の購入について（西消防署天神町出張所） 同意
（全会一致）

議第６８号 高規格救急自動車の購入について（東消防署蔵王温泉出張所） 同意
（全会一致）

議第６９号 除雪車の購入について 同意
（全会一致）

議第７０号 電子黒板の購入について（山形市立第一小学校ほか１３校） 同意
（全会一致）

議第７１号 電子黒板の購入について（山形市立第五小学校ほか１３校） 同意
（全会一致）

議第７２号 電子黒板の購入について（山形市立東小学校ほか２０校） 同意
（全会一致）

議第７３号 工事請負契約の締結について（市道中野南線銅谷口橋整備工事（上部工）） 同意
（全会一致）

議第７４号 山形市一般職の職員等の旅費に関する条例等の一部改正について
　物価高騰などの影響を考慮して、職員が公務で出張などを行う場合の宿泊料を見直すものです。

可決
（全会一致）

議第７５号
山形市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
　異常な自然現象で災害が発生した場合に現場で応急作業などを行う職員に対して、特殊勤務手当を支給
するものです。

可決
（全会一致）

議第７６号
山形市市税条例の一部改正について
　地方税法などの改正に伴い、個人市民税の特別税額控除の実施や固定資産税の課税標準の軽減割合の設
定など、所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第７７号 山形市デイサービスセンター条例の一部改正について
　市内の介護サービスの供給状況を踏まえて、漆山デイサービスセンターを廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第７８号
議第７９号

山形市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、
山形市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、職員の配置基準の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第８０号
議第８１号

山形市認定こども園の認定の要件に係る基準並びに施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について、山形市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について
　内閣府令などの改正に伴い、職員の配置基準の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第８２号 山形市保健衛生関係手数料条例の一部改正について
　食品営業許可証の書き換え交付と再交付の申請手数料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第８３号 山形市監査委員の選任について
　内容は６ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第８４号 山形市固定資産評価員の選任について
　内容は６ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第８５号 山形市情報公開・個人情報保護審査会委員の選任について
　内容は６ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

報第１号 専決処分の承認について（山形市市税条例の一部改正について）
　地方税法と同法施行令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

承認
（全会一致）

報第２号 専決処分の承認について（山形市国民健康保険税条例の一部改正について）
　地方税法と同法施行令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

承認
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第３号

医療機関・介護施設への支援の拡充と、ケア労働者の勤務環境と処遇改善を求めるための意見書の提出に
ついて
　内容は６ページをご覧ください。

可決
（全会一致）
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中
核
市
の
本
市
と
政
令
指
定

都
市
の
仙
台
市
を
直
線
的
に
結
ぶ

高
規
格
道
路
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
中
枢
中
核
都
市
同
士
の
結
び

QA

つ
き
を
強
め
、
地
域
経
済
の
連
携

で
の
地
域
振
興
の
促
進
や
災
害
時

の
緊
急
輸
送
路
の
確
保
を
図
る
観

点
か
ら
も
、
国
道
４８
号
や
国
道
２

８
６
号
の
代
替
と
な
る
路
線
で
の

機
能
強
化
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地

方
整
備
局
へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
自
走
式
の
ト
イ
レ
カ
ー
を
導

入
し
、
導
入
済
み
の
自
治
体
と
の

間
で
、
災
害
時
に
ト
イ
レ
カ
ー
を

相
互
派
遣
す
る
協
定
を
締
結
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
仙
台
市
な
ど
１
０
９
自
治
体

と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
全

般
を
検
討
す
る
中
で
、
提
案
の
内

容
も
研
究
し
て
い
く
。

　
　
令
和
５
年
度
に
事
業
着
手
し

た
（
仮
称
）
山
寺
防
災
１
号
線
の

進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
県
や
山
形
警
察
署
と
主
要
地

方
道
山
形
山
寺
線
と
の
交
差
位
置

の
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
協
議
結

果
を
踏
ま
え
て
、
概
略
設
計
や
路

線
測
量
を
行
い
、
地
元
へ
の
説
明

会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
山
形
北
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

の
造
成
な
ど
で
楯
山
駅
の
利
用
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
向
け
た

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
に
出
向
き
、

楯
山
駅
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の

QA

QA

QA

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、
６
月

１３
日
と
１４
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　令和６年６月定例会の一般質
問の模様は、「山形市議会イン
ターネット議会中継」サイトに
て配信中です。
　インターネットによる配信で
は、各議員の一般質問の内容全
てをご覧いただくことができま
す。
　また、生中継での配信も行っ
ておりますので、次回の令和６
年９月定例会開催
時には、ぜひご活
用ください。

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

山
形
市
と
仙
台
市
を
直
接
結
ぶ

高
規
格
道
路
の
整
備
を
！

中な
か
野の　
信し
ん
吾ご
（
新

翔

会
）
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コ
ロ
ナ
禍
後
は
タ
ク
シ
ー
待

ち
の
列
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
山
形

駅
東
口
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
付
近
に

ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
や
観
光
客
な
ど
の
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、
関
係

者
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
く
。

　
　
日
本
一
の
観
光
案
内
所
の
整

備
が
構
想
ど
お
り
に
進
む
の
で
あ

れ
ば
、
建
設
さ
れ
る
新
た
な
建
物

の
２
階
に
入
口
を
設
け
た
上
で
、

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
拡
張

し
て
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
旧
ビ
ブ
レ
跡
地
に
民
間
ビ
ル

QAQA

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
未
対
応
駅
へ

の
導
入
の
必
要
性
を
説
明
し
て
お

り
、引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
十
文
字
西
踏
切
の
拡
幅
改
良

を
早
急
に
行
う
と
と
も
に
、
楯
山

駅
の
北
口
改
札
と
南
北
自
由
通
路

も
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
十
文
字
西
踏
切
は
、
歩
道
整

備
と
車
道
拡
幅
で
の
改
良
を
検
討

し
て
お
り
、国
の
指
針
に
基
づ
き
、

十
文
字
東
踏
切
の
廃
止
や
南
北
自

由
通
路
と
北
口
改
札
の
整
備
な
ど

と
一
体
的
に
検
討
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　
公
共
交
通
部
門
で
は
タ
ク
シ
ー

を
活
用
し
た
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
高
齢
者
外
出
支
援
事

業
で
も
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
利
用
を

支
援
対
象
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
目
指
し
て
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
全

市
的
な
公
共
交
通
の
再
編
を
目
指

す
中
で
、
バ
ス
以
外
の
公
共
交
通

機
関
を
含
め
た
支
援
の
在
り
方
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
北
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

の
第
二
期
整
備
区
域
の
整
備
計
画

を
早
期
に
策
定
し
、
第
一
期
整
備

区
域
の
完
売
後
も
、
市
内
に
産
業

用
地
が
な
い
空
白
期
間
が
生
じ
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
産
業
用
地
の
確
保
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
地
域
未
来
投
資

促
進
法
の
整
備
な
ど
の
動
き
を
的

確
に
捉
え
た
開
発
手
法
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
空
白
期
間
が
生

じ
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
第
二
期
整

備
区
域
の
整
備
で
は
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

QA

Q

A

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
ビ
ル

の
２
階
部
分
に
接
続
す
る
方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
災
害
時
の
通
信
環
境
の
確
保

の
た
め
、
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
す
べ
て
の
部
屋

で
Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
が
つ
な
が
る
よ
う

に
整
備
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
携
帯
電
話
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
環
境

の
拡
大
な
ど
、
災
害
時
の
通
信
確

保
に
向
け
た
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
効
率
的
な
自
治
会
運
営
を
支

援
す
る
た
め
、
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
電
子
回
覧
板
の
全
世
帯
普
及
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
先
行
事
例
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
便
利
な
回
覧
の
方
法

を
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
と
意
見

交
換
し
て
い
く
。

　
　
卒
業
生
が
い
つ
で
も
懐
か
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
小
学

校
な
ど
の
旧
校
舎
を
解
体
す
る
前

に
、
外
観
と
校
内
を
撮
影
し
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
す
る

こ
と
と
し
、
ま
ず
は
、
西
山
形
小

学
校
の
旧
校
舎
で
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
同
窓
会
な
ど
の
地
域
の
関
係

者
が
旧
校
舎
の
画
像
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
保
存
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
方
法
な
ど
の
協
議
を
行
い
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
　
市
民
会
館
を
は
じ
め
と
す
る

市
民
が
思
い
出
深
く
感
じ
る
施
設

は
数
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
建

物
の
記
録
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
旧
市
民
会
館
と
い
う
位
置
付

け
に
な
っ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
に

思
い
出
と
し
て
残
し
て
い
く
か
な

ど
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
き
れ
い
で
お
い
し
い
水
道
水

の
提
供
の
た
め
の
工
夫
は
ど
う
か
。

ま
た
、お
い
し
さ
を
市
民
が
誇
れ
る

よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
水※

源
涵
養
林
を
整
備
し
、
水

質
浄
化
と
良
質
な
水
源
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
活
性
炭
で

の
高
度
浄
水
処
理
を
行
い
、
き
れ

い
で
お
い
し
い
水
道
水
の
供
給
に

努
め
て
お
り
、
施
設
見
学
や
出
前

講
座
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　
文
化
活
動
に
取
り
組
む
市
民

か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
市
立
商
業
高

等
学
校
の
部
活
動
と
し
て
取
り
組

む
な
ど
、
文
化
活
動
の
振
興
や
技

術
継
承
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
若
者
が
世
代
間
交
流
を
通
じ

て
文
化
芸
術
活
動
を
気
軽
に
体
験

で
き
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
な

ど
が
重
要
で
あ
り
、
文
化
芸
術
団

体
と
連
携
し
て
課
題
を
共
有
し
な

が
ら
、
振
興
に
努
め
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

山
形
駅
周
辺
の

活
性
化
を
！

▲ペデストリアンデッキのさらなる活用を

※　水源涵養林…‌�水源地の周辺に位置し、保水や洪水緩和、自然の自浄作用での水質浄化など、良質な水源を将来にわたって確保していくために
必要な森林。

安あ

久く

津つ　
優す
ぐ
る　（

新

翔

会
）

▲山形市と仙台市を直線的に結ぶ
　高規格道路の整備を
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持
続
可
能
な
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
標
と
す
る

山
形
版
地※

域
医
療
連
携
推
進
法
人

の
設
立
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け

Q

て
は
ど
う
か
。

　
　
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
各
種
施
策
を
進
め
て
お
り
、

本
市
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
た

A
　
　
東
沢
地
区
に
は
豊
か
な
自
然

と
名
所
旧
跡
が
多
く
存
在
す
る
た

め
、
薬
草
湯
入
浴
な
ど
も
で
き
る

健
康
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
東
沢
地
区
が
主
体
と
な
り
、

地
域
資
源
を
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
と
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
拠
点
づ
く
り
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

　
　
旧
大
沼
の
跡
地
利
用
や
済
生

館
の
改
築
、
市
民
会
館
の
新
築
移

転
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
健
全
財
政

QAQ

取
り
組
み
を
、
引
き
続
き
推
進
し

て
い
く
。

　
　
県
と
同
様
に
が
ん
治
療
者
の

相
談
を
広
く
受
け
入
れ
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
し
、
県
と

の
連
携
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
各
相
談
窓
口
の
周
知
と
各
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
図

り
、
よ
り
気
軽
で
親
切
な
相
談
体

制
と
な
る
よ
う
に
、
既
存
の
ケ
ア

体
制
の
利
用
拡
大
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
山
形
市
休
日
夜
間
診
療
所
で

市
薬
剤
師
会
が
実
施
し
て
い
る
医

薬
品
相
談
事
業
へ
の
補
助
金
が
、

実
態
に
合
っ
た
額
と
な
っ
て
い
る

か
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
増
額
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
実
態
を
詳
細
に
伺
い
な
が
ら
、

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
市
内

調
剤
薬
局
と
の
協
力
体
制
を
構
築

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
薬
剤
師
会
と
協
議
し
な
が

ら
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
開
催
地
が
大
都
市
圏
に
固
定

さ
れ
な
い
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

地
方
都
市
の
子
ど
も
た
ち
の
目
標

と
な
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

QA

QA

QAQ

の
維
持
に
向
け
た
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
将
来
負
担
比
率
な
ど
は
一
定

程
度
上
昇
す
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、

事
業
計
画
の
年
度
間
調
整
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
積
極
的
に
国
庫

補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、
健
全
財

政
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

　
　
第
十
小
学
校
校
舎
は
整
備
か

ら
６０
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
教
育
施
設
の
格
差
解

消
は
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
築
５０
年
以
上
の
学
校
が
１０
校

以
上
あ
る
た
め
、
山
形
市
小
中
学

校
等
施
設
整
備
方
針
な
ど
の
改
訂

を
令
和
６
年
度
に
進
め
る
中
で
、

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。
特
に

建
築
年
度
が
古
い
学
校
は
、
劣
化

度
や
事
業
費
な
ど
の
効
率
性
を
精

査
し
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
改
築

な
ど
の
整
備
手
法
の
調
査
を
行
う

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
道
路
事
情
の
良
く
な
い
住
宅

密
集
地
区
で
の
空
き
家
の
増
加
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
域
全
体

の
居
住
環
境
の
整
備
を
促
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
狭
い
道
路
の
改
善
や
空
き
家

の
増
加
防
止
な
ど
、
住
宅
密
集
地

区
で
の
災
害
防
止
に
向
け
て
、
地

域
と
連
携
し
た
空
き
家
対
策
の
モ

デ
ル
事
業
を
城
西
や
鈴
川
地
内
で

実
施
し
て
い
る
が
、
他
自
治
体
の

事
例
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
一
般
国
道
１
１
２
号
山
形
南

道
路
は
、
東
西
の
分
離
を
招
く
可

能
性
が
あ
る
盛
土
構
造
で
の
整
備

が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、平
面
交
差

で
の
整
備
を
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
接
続
す
る
道
路
や
周
辺
の
土

地
利
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
物

価
高
騰
な
ど
で
経
営
が
圧
迫
さ
れ
、

介
護
職
員
の
確
保
が
困
難
に
な
る

な
ど
、
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て

い
る
た
め
、
助
成
な
ど
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
食
費
へ
の
財
政
支
援
な
ど
を

行
う
よ
う
に
、
６
年
度
も
国
へ
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
材
確
保

に
向
け
て
、
事
業
者
が
処
遇
改
善

加
算
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
周
知

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
指
導
・

助
言
な
ど
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く
。

　
　
幕
末
の
水
野
藩
政
時
代
の
歴

史
的
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
、

「
水
野
藩
歴
史
資
料
館
」
を
東
大

手
門
櫓や
ぐ
らへ
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
資
料
の
所
有
者
な
ど
と
協
議

し
な
が
ら
保
存
の
た
め
の
措
置
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
水
野
家
由

来
の
資
料
は
、
特
別
企
画
展
な
ど

で
の
展
示
を
検
討
し
て
い
く
。

AQA

QAQA

QAQA

老
朽
化
が
進
む
第
十
小
学
校
、

教
育
施
設
の
格
差
解
消
を
！

福
祉
と
医
療
の
充
実
と

健
康
都
市
を
推
進
せ
よ
！

※　地域医療連携推進法人（制度）…‌�地域で良質かつ適切な医療を効率的に提供するため、病院などの業務の連携を推進するための方針を定め、
医療連携推進業務を行う一般社団法人を都道府県知事が認定する制度。

斉さ
い
藤と
う　

栄え
い
治じ
（
令

政

会
）

鈴す
ず
木き

善ぜ
ん
太た

郎ろ
う

（
新

翔

会
）

▲山形の街を戦火から救った水野家
　首席家老、水野三

さ ぶ ろ う え も ん
郎右衛門元

もと
宣
のぶ
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日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
突

入
し
、国
力
が
低
下
し
て
い
る
が
、

一
地
方
自
治
体
と
し
て
本
市
は
ど

の
よ
う
に
国
力
低
下
に
歯
止
め
を

か
け
て
い
く
の
か
。

　
　
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

で
あ
り
続
け
る
た
め
、
山
形
北
イ

ン
タ
ー
産
業
団
地
へ
の
誘
致
促
進

な
ど
の
産
業
施
策
や
観
光
施
策
を

進
め
る
ほ
か
、
出
産
・
子
育
て
支

援
な
ど
の
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
た
め
、
新
た
な
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
整
備
す
る
際
は
、
少
年
自

QAQ

ど
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
継
続
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
文
化
の

発
展
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
価
値
の
あ
る
大
会
で
あ
る

た
め
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
山
形
花
笠
ま
つ
り
の
パ
レ
ー

ド
を
、
道
幅
の
広
い
す
ず
ら
ん
通

り
や
栄
町
通
り
で
行
っ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
開
始
を
待

つ
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

出
店
を
早
め
る
こ
と
を
商
店
街
な

ど
へ
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
は
、
中
心

市
街
地
の
開
発
な
ど
の
状
況
の
変

化
を
見
据
え
て
調
査
研
究
し
て
い

く
。
パ
レ
ー
ド
開
始
前
か
ら
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
は
、

山
形
県
花
笠
協
議
会
な
ど
と
検
討

し
て
い
く
。

　
　
都
市
計
画
道
路
四
日
町
山
家

町
線
の
馬
見
ヶ
崎
橋
か
ら
国
道
１３

号
ま
で
の
区
間
の
早
期
着
工
が
望

ま
れ
る
が
、進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
６
年
度
に
道
路
設
計
、

７
年
度
か
ら
用
地
測
量
を
行
い
、

一
部
区
間
の
事
業
認
可
の
取
得
を

目
指
す
が
、
残
地
発
生
な
ど
の
課

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
解
決
に
向

け
た
話
し
合
い
を
行
い
、
早
期
完

成
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　
県
と
本
市
が
７
年
度
ま
で
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
鈴
川
第
２

号
幹
線
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
県
の
野
呂
川
の
河
川
改
修
が

時
間
を
要
し
て
い
る
た
め
、
改
修

促
進
を
働
き
か
け
て
い
く
。
国
道

１３
号
区
間
は
、
詳
細
設
計
が
完
了

し
、
国
道
管
理
者
な
ど
と
工
事
実

施
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
早

期
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

AQ

A

QA

QA

然
の
家
で
は
な
く
、
中
心
市
街
地

へ
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
少
年
自
然
の
家
に
残
す
機
能

や
導
入
す
る
機
能
な
ど
の
整
理
を

行
う
た
め
、
基
本
計
画
策
定
に
向

け
た
事
業
者
の
公
募
を
行
っ
て
お

り
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
街
な
か
観
光
で
も
温
泉
を
楽

し
め
る
よ
う
に
、
整
備
予
定
の
日

本
一
の
観
光
案
内
所
周
辺
に
温
泉

施
設
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
中
心
市
街
地
に
望
ま
れ
る
機

能
の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
旧
大
沼
の
解
体
ま
で
の
間
の

有
効
活
用
策
と
し
て
、
建
物
を
撮

影
会
や
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
な
ど

の
利
用
へ
貸
し
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
閉
店
後
さ
ら
に
老
朽
化
が
進

み
、
建
物
内
部
の
利
用
は
危
険
が

伴
う
状
況
で
あ
る
た
め
、
外
の
壁

面
や
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
部
分
な
ど
の

さ
ら
な
る
活
用
に
努
め
て
い
く
。

　
　
廃
業
や
企
業
の
合
併
・
買
収

な
ど
で
県
外
企
業
の
傘
下
に
入
る

企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
方
ら
し
さ
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
、
事
業
承
継
支
援
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

　
　
関
係
機
関
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
支
援
の
在
り
方

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
タ
イ
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
増
加
し
て

い
る
。
固
定
の
山
形
フ
ァ
ン
を
つ

く
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交

流
を
盛
ん
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
の
魅
力
を
タ
イ
の
人
に

伝
え
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
団
体
な
ど
と
協
議
し

な
が
ら
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
人
手
不
足
の
介
護
施
設
で
は

外
国
人
介
護
人
材
を
受
け
入
れ
て

い
る
が
、
人
材
が
定
着
し
な
い
た

め
、
県
で
は
令
和
６
年
度
か
ら
支

援
を
拡
充
し
て
い
る
。
本
市
で
も

支
援
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

県
の
支
援
制
度
の
一
層
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
本
市
が
独

自
に
設
置
し
た
山
形
市
介
護
人
材

確
保
推
進
協
議
会
で
有
効
な
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
市
屋
外
広
告
物
条
例
に

抵
触
す
る
こ
と
か
ら
、
市
内
商
店

街
が
「
ほ※

こ
み
ち
」
推
進
の
た
め

の
事
業
を
実
施
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
早
期
に
条
例
を
改

正
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
、
景
観
審
議
会
な
ど
の

意
見
を
聴
き
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
条
例
改
正
を
提
案
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

AQAQA

QAQA

QAQA

国
力
低
下
に

地
方
と
し
て
歯
止
め
を
！

※　ほこみち…‌�歩行者の安全で円滑な通行と利便性の増進を図るため、車線を減らして広げた歩道の中ににぎわい空間を設置することなどが可能
となる道路。「歩行者利便増進道路」の通称。

▲解体までまだ時間のかかる旧大沼
菊き
く
地ち

健け
ん
太た

郎ろ
う

（
新

翔

会
）

▲健康都市の推進に向けて
　SUKSKの啓発を
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人
口
減
少
や
出
生
率
低
下
の

課
題
の
解
消
に
は
、
男
女
が
平
等

に
家
事
育
児
を
行
う
環
境
整
備
な

ど
が
重
要
で
あ
る
が
、
地
域
の
実

Q

情
も
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に

つ
な
が
る
た
め
、
引
き
続
き
取
り

A
　
　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
居

場
所
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

学
び
の
た
め
の
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
適
応
教
室「
風
」の
設
置
や
、

学
校
内
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、

不
登
校
の
未
然
防
止
に
向
け
た
手

立
て
を
講
じ
て
お
り
、
今
後
も
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保

障
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
電
極
パ
ッ
ド
を
肌

に
貼
っ
て
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、

女
性
へ
の
使
用
を
た
め
ら
う
場
合

が
あ
る
た
め
、
使
用
方
法
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
胸
部
を
覆
う
こ
と
が

QAQ

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
若
年
女
性

の
地
元
定
着
や
地
元
企
業
内
で
の

女
性
活
躍
の
可
能
性
拡
大
の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
く
。

　
　
本
市
の
推
定
食
塩
摂
取
量
は
、

男
女
と
も
に
国
や
県
の
目
標
値
を

上
回
っ
て
い
る
。
覚
え
や
す
い
言

葉
で
意
識
や
行
動
を
変
え
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
減
塩
講
座
の
実
施
方
法
の
見

直
し
や
減
塩
レ
シ
ピ
な
ど
の
周
知
、

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
給
食
の
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
含
め
て
減
塩
施
策
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ソ
フ
ト
麺
の
製
造
が
終
了
し

て
学
校
給
食
か
ら
姿
を
消
し
た
が
、

適
正
な
塩
分
量
と
し
て
計
算
さ
れ

た
ソ
フ
ト
麺
用
の
ス
ー
プ
な
ど
の

レ
シ
ピ
を
一
般
家
庭
向
け
に
公
開

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
の
減
塩
活
動
の
推
進
に

役
立
つ
と
考
え
る
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
公
開
に
向
け
て

作
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　
千
葉
県
い
す
み
市
で
は
、
減

塩
協
力
店
で
薄
味
を
希
望
す
る
こ

と
が
で
き
る
。ま
た
、穴
付
き
の
レ

ン
ゲ
に
替
え
た
場
合
で
も
味
や
満

腹
感
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
研
究

QA

Q

AQ

で
き
る
三
角
巾
な
ど
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
電
極
パ
ッ
ド
は
、
衣
服
な
ど

を
少
し
ず
ら
す
こ
と
で
、
肌
の
露

出
に
も
配
慮
し
な
が
ら
迅
速
に
貼

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
適

切
な
使
用
方
法
の
さ
ら
な
る
普
及

啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
聴
こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
へ
の
支
援
と
し
て
、
介
護
保

険
課
に
設
置
し
て
い
る
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
を
ほ
か
の
窓
口
に
も
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、
大

き
な
声
で
話
さ
ず
円
滑
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
に
も
つ
な
が
る
た

め
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
窓
口

を
中
心
に
設
置
を
進
め
て
い
く
。

　
　
子※
１
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
な
ど
を
正
し
く
理
解
し

た
上
で
接
種
の
判
断
が
で
き
る
よ

う
な
個
別
通
知
を
送
付
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
キ※
２
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
対
象
者
で
未
接
種
の
人
に
は
、

初
回
接
種
期
限
ま
で
の
間
に
、
再

度
通
知
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
有
効
性
や
安
全
性
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
勧
奨
内
容
の
レ
イ

ア
ウ
ト
の
工
夫
や
二
次
元
コ
ー
ド

配
置
な
ど
を
行
う
。
勧
奨
の
時
期

や
回
数
は
、
よ
り
効
果
的
な
方
策

を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
。

　
　
本
人
の
胃
が
ん
や
将
来
の
母

子
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
中
学
２
年

生
を
対
象
と
し
た
ピ
ロ
リ
菌
抗
体

検
査
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
医
療
機
関
の
意
見
や
他
市
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
必
要
性

や
有
効
性
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
プ※
３
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
普
及
啓
発
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。
ま
た
、
男
女
と
も
に

利
用
し
や
す
い
窓
口
と
な
る
よ
う

に
啓
発
方
法
を
工
夫
し
、
相
談
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
女
性
の
健
康
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
る
。
今
後
は
女
性
に

限
ら
ず
気
軽
に
相
談
で
き
る
こ
と

を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
若
年
世

代
に
向
け
た
普
及
啓
発
を
行
い
、

利
用
し
や
す
い
窓
口
と
な
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
く
。

　
　
水
道
直
結
型
で
常
温
と
冷
水

を
選
べ
る
マ
イ
ボ
ト
ル
専
用
の
給

水
ス
ポ
ッ
ト
を
市
有
施
設
に
設
置

し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

や
熱
中
症
予
防
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
マ
イ
ボ
ト
ル
持
参
率
の
向
上

の
た
め
、
さ
ら
な
る
周
知
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
市
有
施
設

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
設

置
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

AQAQ

AQAQ

AQA

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

学
び
の
保
障
を

「
減
塩
」を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
い
き
健
康
に

髙た
か
橋は
し　

康こ
う
輔す
け

（
未
来
や
ま
が
た
）

中な
か
川が
わ　
智と
も
子こ
（
公

明

党
）

▲

‌�

マ
イ
ボ
ト
ル
専
用
給
水
ス
ポ
ッ
ト

の
設
置
を

※１　子宮頸がん予防ワクチン…‌�小学６年生から高校１年生相当の女子を対象として定期接種が行われている。ヒトパピローマウイルス（HPV）が原因で発症
する感染症であるため、HPVワクチンという。

※２　キャッチアップ接種…‌�積極的な接種勧奨を控えていた時期に対象年齢を迎えていた人に公平な接種機会を確保するため、時限的に従来の対象年齢を超えて
接種を行うこと。

※３　プレコンセプションケア…若い世代の段階から男女ともに将来の妊娠などを意識し、自身の心身の健康管理を行うこと。
12

令和6年8月1日／229号令和6年8月1日／229号
やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　
県
体
育
館
・
武
道
館
の
整
備

に
向
け
て
、
整
備
の
在
り
方
や
方

法
を
県
と
十
分
に
協
議
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
霞
城
公
園
整
備
の
進
展
状
況

を
踏
ま
え
て
、
現
施
設
の
撤
去
の

時
期
や
施
設
の
在
り
方
の
課
題
を

県
と
共
有
し
、
協
議
し
て
い
く
。

　
　
本
市
の
歴
史
や
風
土
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
東

大
手
門
櫓や
ぐ
ら

内
の
展
示
物
を
工
夫

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
空
調
設

備
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
展
示
内
容
な
ど
の
見
直
し
を

検
討
し
て
お
り
、
令
和
６
年
７
月

末
を
め
ど
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

QAQA

結
果
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
減
塩
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
は

自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、

若
い
世
代
ほ
ど
意
識
が
低
い
た
め
、

市
民
の
意
識
向
上
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
「
ラ
ー
メ
ン
の
聖
地
、
山
形

市
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
設
置
な
ど
、
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
観
光
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
情
報
発
信
と

拡
散
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
ス
ポ
ッ

ト
の
選
定
な
ど
、
調
査
・
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
地

域
防
災
計
画
の
総
則
に
位
置
付
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
女
性
目
線
で
の
災
害
対
応
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
総
則
へ
の

位
置
付
け
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
避
難
所
や
地
区
避
難
所
へ

Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
市
避
難
所
の
災
害
時
の
通
信

確
保
に
向
け
た
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
補

助
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
自
由
に
意
見
を
表
明
で
き
、

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
描
き
な
が
ら

働
け
る
環
境
が
、
よ
り
よ
い
行
政

施
策
実
施
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
市
職
員
の

人
材
育
成
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
職
員
が
具
体
的
に
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
研

修
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

AQ

AQ

AQA

QA

予
定
で
あ
る
。
空
調
設
備
は
、
移

動
式
の
簡
易
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に

向
け
た
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
の
保
育
の

質
の
向
上
と
補
助
者
の
安
定
雇
用

の
た
め
、
入
所
者
が
２
人
以
下
の

場
合
に
も
補
助
者
を
雇
用
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
動
き
や
他
自
治
体
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
２
人
以
下

の
利
用
の
際
の
補
助
制
度
を
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
　
市
産
材
の
利
用
拡
大
に
向
け

て
、
関
係
各
課
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
産
材
利
用
拡
大
推
進
連
絡

会
議
で
利
用
状
況
の
検
証
を
行
う

ほ
か
、
山
形
市
産
材
利
用
拡
大
連

携
協
定
の
締
結
団
体
か
ら
施
工
手

法
な
ど
の
情
報
提
供
を
受
け
て
、

利
用
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

　
　
令
和
１３
年
度
に
見
崎
浄
水
場

の
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
県

営
村
山
広
域
水
道
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
浄
水
単
価
が
下
が
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
水
道
料
金
を
見
直

す
余
地
は
あ
る
の
か
。

　
　
料
金
収
入
の
減
少
は
今
後
も

続
く
見
込
み
で
あ
り
、
水
道
施
設

の
統
廃
合
に
伴
う
整
備
費
の
見
通

し
も
立
た
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
料

金
を
下
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
能
登
半
島
地
震
で
の
断
水
な

ど
の
状
況
か
ら
、
災
害
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
根
本
的
に
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
被
災
地
で
の
応
急
活
動
の
経

験
を
踏
ま
え
て
、
災
害
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
援
助
を
受
け
入
れ
る
側
の
受

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　
大
災
害
発
生
時
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
指
針
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

際
は
、
山
形
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
要
請
し
、
運
営
に

必
要
な
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
国

な
ど
か
ら
の
応
援
を
円
滑
に
受
け

入
れ
る
た
め
の
受
援
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
、
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め

の
屋
根
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
の
検

証
な
ど
を
行
い
、
よ
り
利
用
が
期

待
で
き
る
場
所
へ
の
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
の
再
設
置
を
検
討
し
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
屋
根
の
あ
る
場

所
へ
設
置
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

水
道
料
金
の
見
直
し
を

▲５６年間市民に愛されたソフト麺

▲市民や観光客に向けて、展示物や設備に工夫を
斎さ
い
藤と
う　

淳
じ
ゅ
ん
一い
ち

（
緑

政

会
）
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本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
令
和

６
年
度
に
実
施
し
た
常
任
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

５月１３日（月）
　～１５日（水）

群馬県高崎市 新町防災アリーナについて

石川県金沢市 金沢文化スポーツコミッションについて

兵庫県伊丹市 市立伊丹ミュージアム整備事業について

総 務 委 員 会
（２班）

５月２０日（月）
　～２２日（水）

岡山県岡山市 岡山芸術創造劇場ハレノワについて

広島県呉市 電子回覧板アプリ「結ネット」を用いた取り組
みについて

兵庫県姫路市 マイナンバーカードを活用した救急業務の迅速
化・円滑化に向けた実証実験について

厚 生 委 員 会
（１班）

５月８日（水）
　～１０日（金）

静岡県浜松市 浜松医療センターの整備について

京都府八幡市 やわたスマートウェルネスシティ計画について

滋賀県長浜市 こもれび苑の整備・運営について

厚 生 委 員 会
（２班）

５月１５日（水）
　～１７日（金）

富山県富山市 富山市斎場再整備事業について

長野県長野市 子ども・若者ケアラー支援施策について

長野県松本市 松本市インクルーシブセンターについて

総務（１班）

体育施設に防災機能を備えた
「新町防災アリーナ」

　高崎市では、新町住民体
育館の老朽化と、浸水想定
区域である新町地区内での
避難場所の選定が課題と
なっていたことから、体育
施設と防災施設の機能を併

せ持つ新町防災アリーナを令和４年４月に開館しました。
災害発生時には約８７０人の避難者を収容できるほか、屋
上にはヘリコプターの緊急離着陸場などを設置しており、
平常時にも施設を用いた防災訓練を行っています。
　また、停電時に使用できる非常用発電機や組み立て式
のマンホールトイレ、炊き出しにも利用できる「かまど
ベンチ」などの設備を備え、全国でも類を見ない施設と
なっていました。

　呉市では、新たな事業の
創出や地域が抱える課題の
解決に向けて、ＩＣＴを活
用した「スマートチャレン
ジくれ」の取り組みを行っ
ており、取り組みの１つと

して、電子回覧板アプリ「結ネット」を参加意欲のある
自治会に一定期間試験利用してもらうモデル事業を行っ
ています。
　アプリでは、呉市からの広報の一斉配信や地域行事の
出欠確認、災害発生時の注意喚起、安否確認が可能であ
り、情報を瞬時に受け取ることができるなどのメリット
があり、多くの自治会にデジタル化の必要性・有用性を
認識してもらえる取り組みとなっていました。

総務（２班）

情報配信をより迅速に
〜電子回覧板アプリ「結ネット」〜

厚生（１班）

２市が使用する、プライバシーに配慮した斎場
「こもれび苑」

　長浜市と米原市の斎場
は、２市で構成する湖北広
域行政事務センターが管理
を行っており、４つの斎場
の老朽化への対応と効率化
を図るため、建設地を公募

して令和３年に長浜市内にこもれび苑を開設しました。
　こもれび苑では、同時刻に２件の葬送を進行しても会
葬者同士が交差しないように、告別室から炉前ホール、
待合室、収骨室までの一連のユニットを２つ設けるなど、
遺族のプライバシーに配慮した設計となっています。
　また、内装に天然木を使用し、装飾のステンドグラス
は長浜市と米原市の四季折々の景色を表現するなど、落
ち着きと安らぎが感じられる施設となっていました。

　松本市では、乳幼児期か
ら就労までの切れ目のない
支援の実現を目指す「ある
ぷキッズ支援事業」をさら
に推進していくため、令和
６年４月に松本市インク

ルーシブセンターを設立しました。
　センターには、作業療法士・社会福祉士・教諭・保育
士などの専門職を配置し、保育園や小・中学校などへの
巡回支援、学齢期の子どもの支援などを行っています。
　また、発達障がい児や発達に心配のある子どもの生育
歴、支援経過などの情報をシステムで一元化し、学校や
保育園などの関係者同士で共有するなど、教育・福祉・
医療の連携による一体的な支援を行っていました。

厚生（２班）

教育・福祉・医療の連携で一体的な支援を実施
～松本市インクルーシブセンター～

常
任
委
員
会
視
察
報
告

常
任
委
員
会
視
察
報
告
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委員会名 日　程 調査地 調査項目

産業文教委員会
（１班）

５月７日（火）
　～９日（木）

兵庫県姫路市 観光戦略プランについて

兵庫県姫路市 姫路城を活用した観光振興について

岡山県岡山市 山南学園について

産業文教委員会
（２班）

５月１４日（火）
　～１６日（木）

埼玉県川越市 「小江戸かわごえｅ旅ギフト」について

静岡県藤枝市 オーガニックビレッジの取り組みについて

埼玉県鴻巣市 ＩＣＴを活用した学校教育の取り組みについて

環境建設委員会
（１班）

５月１３日（月）
　～１５日（水）

埼玉県さいたま市 さいたま市水道局アプリについて

長野県小諸市 小諸市飯綱山公園官民連携魅力向上事業について

長野県長野市 長野市バイオマス産業都市構想について

環境建設委員会
（２班）

５月２１日（火）
　～２３日（木）

愛知県豊田市 ＡＩを活用した漏水調査・水道管凍結被害防止の取り組
みについて

愛知県豊田市 橋りょう点検に関する新たな技術の実証事業について

京都府京都市 京都市景観・まちづくりセンターについて

産業文教（１班）

自分を高め、未来を切り開く人材の育成を目指して
〜岡山市立山南学園〜

　岡山市立山南学園は、岡
山県内初の義務教育学校と
して４つの小学校と１つの
中学校を再編成し、令和４
年４月に開校しました。
　義務教育学校は、小学校

から中学校までの義務教育課程を一貫して行う新たな学
校の仕組みであり、従来の小中一貫校とは異なり小学校
と中学校の間に区切りがありません。山南学園では、初
等部（第１〜４学年）、中等部（第５・６学年）、高等部
（第７〜９学年）を内容とする学部制を採用し、９年間
で育成を目指す子ども像を明確にした教育を行うなど、「未
来を担う子どもたちのための発展的な新しい学校」が実
現されていました。

産業文教（２班）

全国に先駆けて、ＩＣＴを活用した
学校教育の取り組みを実施

　鴻巣市では、「ＩＣＴ機
器の活用により、新しい時
代で活躍するために必要な
資質・能力を育成する」と
いう基本理念の下、全国に
先駆けた学校教育の取り組

みを実施しています。
　学術情報ネットワーク直結のクラウドを活用した強固
なセキュリティを備え、フルクラウド環境を実現するこ
とでパソコンを文房具のように使用でき、併せて電子ド
リル教材の充実を図ることで、効率的かつ公正に個別最
適化された学びが実現されていました。また、教職員の
テレワーク環境の整備と校務支援システムを刷新したこ
とで、子どもと向き合う時間の創出も図られていました。

環境建設（１班）

水道料金をいつでもどこでも確認可能に
「さいたま市水道局アプリ」

　さいたま市では、利用者
の利便性向上などのために
「さいたま市水道局アプリ」
を導入しています。アプリ
では、スマートフォンなど
からいつでも使用水量や利

用料金を確認できるほか、過去の使用水量などもグラフ
で表示し、比較することができます。また、アプリ内で
水道の使用開始・中止の届出や利用料金のクレジットカー
ド支払いの申し込みなどの手続きも可能です。
　これまでは各戸に投函していた検針票の内容をアプリ
で閲覧できるようにすることでペーパーレス化を図って
おり、検針を行う職員の負担も減少するなど、業務の効
率化にもつながる取り組みとなっていました。

環境建設（２班）

人工衛星とＡＩを活用した
水道管の健康診断

　豊田市では、水道ＤＸと
して、人工衛星とＡＩを活
用した水道管の健康診断を
行っています。
　漏水履歴などから将来の
水道管の劣化をＡＩで解析

する「劣化予測診断」や、人工衛星データから漏水の可
能性があるエリアを抽出し調査場所の絞り込みを行う「漏
水エリア特定診断」、漏水エリア特定診断よりも抽出エ
リアを縮小して調査時間の縮減を図る「漏水リスク評価」
に取り組むことで、水道管の効率的な維持管理を目指し
ています。また、衛星データを活用して水道管の凍結危
険度が分かるマップを作成し、市民に分かりやすく伝え
ることで、凍結被害の軽減にもつなげていました。
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山
形
花
笠
ま
つ
り
を
控
え
、
胸

躍
る
季
節
、
皆
さ
ま
元
気
に
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
趣
味

の
家
庭
菜
園
で
、
落
花
生
や
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
を
楽
し

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
広
報
広
聴
委
員
会
は
、

議
会
と
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
懸
け

橋
と
な
る
「
み
ち
し
る
べ
」
の
発

行
に
加
え
て
、
皆
さ
ま
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
の
充

実
が
必
要
と
考
え
、
幅
広
い
年
代

の
方
々
と
の
意
見
交
換
の
場
づ
く

り
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、議
会
活
動
を
さ
ら
に「
見

え
る
化
」
し
、
よ
り
開
か
れ
た
市

議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
暑
さ
は
続
き
ま
す
が
、
体
を
冷

や
す
効
果
の
あ
る
夏
野
菜
を
食
べ

て
、
猛
暑
を
乗
り
切
っ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

�

広
報
広
聴
委
員　
高
野　
英
昭

編
集
後
記

　スマートフォン・タブレットなどで
スマホで視聴できます

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。
　なお、９月定例会で審査される請願・
陳情の締め切りは、９月２日（月）です。

☎０２３（６４２）８４０４

９月５日（木）
　　～９月２７日（金）

９月定例会の日程
（予定）

　山形の夏の風物詩である「山形花笠まつり」は、今
年で６２回目を迎えます。
　山形市議会は、昨年度に引き続き開催初日である８
月５日（月）の第１集団の踊り手として参加します。山
形市の花である「ベニバナ」をイメージしたオレンジ
色と緑色の浴衣をまとい、花笠まつりを盛り上げます！

▲令和５年度の「山形花笠まつり」の様子

と　き　令和６年８月５日（月）～７日（水）
　　　　午後６時から９時４５分頃

ところ　山形市中心市街地直線コース
　　　　（十日町・本町・七日町通り
　　　　　　　　　　　　　 ～文翔館前）

■第６２回　山形花笠まつり

　山形市議会では、令和６年１月１日に発生した
能登半島地震の被災地域を支援するため、北信越
市議会議長会が開設した災害義援金口座へ義援金
３３万円を送金しました。�
　亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げま
す。また、被災された皆さまに心よりお見舞い申
し上げますとともに、被災地の一日も早い復興を
祈念しております。�

令和６年
能登半島地震の被災地に
義援金を送りました

今年も山形花笠まつりを盛り上げます！！
山形市議会

は
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